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周年記念イベントには全国から 人超の会員が集結した

５
月

日
午
前

時
、
ナ
ル
ク
の
第

回
定
時
総
会
が
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
の

ド
ー
ン
セ

ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
ナ
ル
ク
設
立

周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
に
開
か
れ
、

全
国
か
ら
６
５
０
人
を
超
え
る
会
員
が
会
場
に
集
結
し
た
。
総
会
は
同
セ
ン
タ
ー
７
階
の
大
ホ
ー

ル
で
、
正
会
員

人
ほ
か
が
出
席
し
、
定
刻
よ
り
や
や
遅
れ
た
午
前

時

分
、
西
村
順
子
事
務

局
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
幕
が
開
い
た
。
ア
メ
リ
カ
拠
点
か
ら
も
上
原
初
代
代
表
な
ど
３
人
が

出
席
。
冒
頭
に
神
野
毅
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。

神
野
会
長
の
あ
い
さ
つ

ナ
ル
ク
は
１
９
９
４

年
４
月

日
に

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ブ

と
し
て
、
４
３
０
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

年
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
全
て
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

５
年
ご
と
に
大
阪
、
東

京
、
京
都
、
仙
台
と
記

念
の
会
を
重
ね
、
今
回

は
創
設
の
地
で

周
年

を
開
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
創
設
者
の
高
畑

名
誉
会
長
が
ご
不
在
な

の
が
寂
し
い
限
り
で

す
。
令
和
の
年
に
ナ
ル

ク
も
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
ビ
ジ
ョ

ン
に
示
さ
れ
た

楽
し

い
ナ
ル
ク
、
安
心
の
ナ

ル
ク
、感
動
の
ナ
ル
ク

の
実
現
を
目
標
に
し
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。
記
念
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
あ
た
り
、
委
員

会
メ
ン
バ
ー
、
お
よ
び

全
面
的
に
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
枚
方
拠
点
に
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

総
会
開
会

出
席
者
が
総
会
成
立

要
件
を
満
た
し
て
い
る

旨
の
報
告
が
西
村
事
務

局
長
か
ら
あ
り
、
議
長

に
選
出
さ
れ
た
正
会
員

・
梅
津
健
次
氏
（
宮
城

拠
点
代
表
）
が
開
会
を

宣
言
、
総
会
が
始
ま
っ

た
。

第
１
号
議
案

年
度
事
業
報
告

【
組
織
関
連
】

年
度
の
新
た
な
拠

点
の
設
立
は
な
く
、
新

潟
、東
信
州
・
み
よ
た
、

び
わ
こ
安
土
の
３
拠
点

が
解
散
し
、
１
１
０
拠

点
と
な
っ
た
。

会
員
の
動
向

社
会
情
勢
の
変
化
と

と
も
に
、
会
員
の
大
幅

増
加
は
望
め
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
会
員
を
増
や
し
て
い

る
拠
点
も
あ
る
。
益
田

（

人
増
）
、
岡
山
真

庭
（

人
増
）
、
上
田

・
千
曲
（

人
増
）
。

か
つ
て
は
解
散
の
危
機

に
ひ
ん
し
て
い
た
が
、

見
事
に
立
ち
直
っ
て
会

員
が
増
え
た
拠
点
も
。

丹
波
（

人
増
）
、
北

神
・
三
田
（
８
人
増
）
、

利
根
沼
田
（
４
人
増
）
。

活
動
に
工
夫
を
凝
ら
し

な
が
ら
増
員
し
て
い
る

拠
点
も
。
箕
面
（

人

増
）、函
館（

人
増
）、

茨
木
・
摂
津
（

人

増
）
、
各
務
原
（

人

増
）、吹
田（

人
増
）、

交
野
（

人
増
）
、
宮

城
（
６
人
増
）
、
亀
岡

（
５
人
増
）
。

エ
リ
ア

推
進

エ
リ
ア
担
当
理
事
を

中
心
に
、
各
拠
点
の
活

性
化
の
た
め
に
展
開
さ

れ
た
。重
点
課
題
は
会

員
増
強

で
あ
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
関
係

国
は
団
塊
の
世
代
が

歳
以
上
に
な
る

年

を
目
途
に
、
重
度
な
要

介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る

地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
目
指
し
て
い
る
。

年
度
か
ら
全
国
の
市

町
村
が
こ
の
総
合
事
業

の
体
制
を
整
え
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修

本
部
が
参
画
し
た
開

催
は
６
拠
点
（
水
戸
、

北
神
三
田
、
京
都
北
ロ

ー
ズ
タ
ウ
ン
、
枚
方
、

東
大
阪
・
大
東
、
宝
塚

・
川
西
）
と
北
関
東
エ

リ
ア
、
南
関
東
エ
リ
ア

で
の
計
８
箇
所
。

市
民
後
見
人
活
動

成
年
後
見
制
度
の
推

進
が
法
務
省
か
ら
厚
生

労
働
省
に
移
管
さ
れ
、

制
度
の
変
更
を
受
け
て

実
施
さ
れ
た
大
阪
府
主

催
の
研
修
会
に
５
人
が

参
加
し
た
。
関
東
地
区

で
も
ナ
ル
ク
の
主
催
で

実
施
し
、

人
が
参
加

し
た
。
今
後
多
く
の
人

が
、
成
年
後
見
制
度

の
知
識
を
習
得
し
、
独

居
会
員
の
相
談
に
も
質

の
高
い
対
処
が
期
待
さ

れ
、
安
心
の
ナ
ル
ク

の
実
現
に
近
づ
く
。

シ
ニ
ア
介
護
サ
ポ
ー

タ
ーシ

ニ
ア
生
活
・
介
護

サ
ポ
ー
タ
ー
テ
キ
ス
ト

を
使
っ
た
研
修
は
、
本

年
度
は
茨
木
・
摂
津
、

宝
塚
・
川
西
、
水
戸
で

実
施
し
た
。
今
後
、
総

合
事
業
が
本
格
的
に
展

開
さ
れ
る
中
、
新
入
会

員
、
未
活
動
の
会
員
を

中
心
に
全
会
員
が
受
講

す
る
必
要
が
あ
る
。
拠

点
単
独
、
ま
た
は
エ
リ

ア
単
位
で
の
研
修
を
進

め
る
。

【
事
業
関
連
】

福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー

活
動福

祉
調
査
セ
ン
タ
ー

は
、
本
年
度
末
で
は
全

国
８
箇
所
で
活
動
し
て

お
り
、
３
百
人
近
い
会

員
が
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
活
動
収
益
は
、
今

年
度
の
収
入
で
５
６

９
５
３
千
円
と
な
っ
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ト
開
発
以
来

年
目
を

迎
え
、
従
来
の
よ
う
な

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
の
販
売

が
期
待
で
き
な
い
中
、

会
員
の
協
力
に
よ
り
、

今
年
度
も
９
５
０
冊
を

売
り
上
げ
た
。

生
活
研
究
ア
ド
バ
イ

ザ
ー今

期
は
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
。

高
齢
者
疑
似
体
験

本
年
度
は
新
た
に
２

件
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
事
務
局
関
連
】

拠
点
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座

月

、

日
の
２

日
間
、
大
阪
市
北
区
の

中
之
島
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら

人

（
内
女
性

人
）
の
精

鋭
が
集
ま
り
、
熱
心
に

研
修
が
行
わ
れ
た
。

会
報
の
発
行

新
連
載
企
画
を
検
討

中
だ
が
、
予
算
な
ど
の

関
連
も
あ
り
、
発
行
頻

度
や
ペ
ー
ジ
数
も
含
め

て
検
討
中
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員

会
を
上
期
・
下
期
各
１

回
、
作
業
会
を
随
時
開

い
て
い
る
。

年
１
月
１
日
か
ら

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
に
切

り
替
え
た
。
ま
た
ス
マ

ホ
で
も
不
自
由
な
く
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

画
面
を
か
え
た
。
全
国

拠
点
が
独
自
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
て

い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

年
度
の
事
故
件
数

は

件
（
傷
害

件
、

賠
償
２
件
）
と
例
年
並

み
の
発
生
件
数
。

１
号
議
案
に
関
連
す

る
決
算
報
告
の
説
明
、

監
事
お
よ
び
公
認
会
計

士
か
ら
の
監
査
報
告
が

あ
り
、
１
号
議
案
は
可

決
さ
れ
、
２
号
議
案
の

審
議
に
移
っ
た
。

第
２
号
議
案

年
度
事
業
計
画

ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の

答
申
を
着
実
に
実
行

３
月
に
ビ
ジ
ョ
ン
委

員
会
か
ら
６
項
目
に
わ

た
る
答
申
を
受
け
た

（
３
面
参
照
）
。
そ
の

中
に
は
向
こ
う
３
年

間
、
ナ
ル
ク
の
改
革
す

べ
き
課
題
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
の

が
本
年
度
の
目
標
で
あ

る
。

エ
リ
ア

推
進
会

議

で
の
課
題
解
決
の

た
め
実
践
・
行
動
を
。

地
域
社
会
に
貢
献
を

介
護
保
険
の
改
正
で

要
支
援

の
人
た
ち

の
支
援
は
地
方
自
治
体

の
総
合
事
業
や

な
ど
が
担
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
ナ
ル
ク

と
し
て
新
入
会
員
、
今

ま
で
活
動
に
参
加
さ
れ

て
い
な
い
会
員
に
対
し

研
修
会
を
継
続
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
。

高
齢
者
の
生
活
支
援

・
介
護
力
の
強
化

高
齢
者
の
生
活
援
助

の
活
動
を
し
た
く
て

も
、
拠
点
に
介
護
経
験

者
が
少
な
い
の
が
現

状
。
そ
の
た
め
に

シ

ニ
ア
生
活
・
介
護
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
テ
キ
ス

ト

と

日
常
生
活
支

援
活
動
テ
キ
ス
ト

を

使
っ
て
、
全
拠
点
が
介

護
の
心
得
や
介
助
の
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
会
員
お
よ
び
一
般

市
民
向
け
の
研
修
会
を

開
く
こ
と
。

月
森
事
務
局
次
長
か

ら
、
２
号
議
案
に
伴
う

２
０
１
９
年
度
の
予
算

の
説
明
が
あ
り
、
本
年

度
の
事
業
計
画
、
並
び

に
予
算
は
承
認
さ
れ

た
。そ

の
後
、
事
前
に
寄

せ
ら
れ
た
質
問
に
会
長

な
ど
が
答
え
る
質
疑
応

答
の
時
間
が
あ
り
総
会

は
予
定
通
り
終
了
し

た
。
（
次
頁
へ
続
く
）

第 回総会で挨拶をする神野会長

作品展と物産展で賑わった１ フロアー

拍手喝采の札幌拠点のファッションショー
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要
旨
は
次
の
通
り
。

こ
の
ま
ま
で
は
高

齢
者
は
悲
惨
な
こ
と
に

な
る
。
年
前
、
介
護

保
険
制
度
の
姿
も
ま
だ

見
え
て
い
な
か
っ
た
時
、

は
立
ち
上
が

っ
た
。
ア
ッ
と
い
う
間

に
全
国
に
広
が
っ
た

の
運
動
は
、
四

半
世
紀
を
経
て
、
な
お

勢
い
を
維
持
し

て
い
る
。
自
分

を
生
か
し
、
社

会
に
役
立
つ
こ

と
は
元
気
の
素

と
い
う
こ
と
を

証
明
す
る

年

間
の
軌
跡
は
、

世
紀
の
奇
跡

な
の
で
あ
る
。発

展
の
秘
密
は
、

世
の
中

に
、
こ
ん

な
に
熱
い

生
き
方
を

し
て
い
る

人
を
今
ま

で
に
見
た

こ
と
が
な

い
。
ま
さ

し
く
、
タ

イ
ト
ル
に

ぴ
っ
た
り

の
渡
辺
郁
雄
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
彼
は
頼
ま
れ
た
ら
決
し
て
、

い
や

と
言
わ
な
い
人
な
ん
で

す
。
さ
く
ら
ん
ぼ
（
札
幌
拠
点
）

の
会
員
か
ら

あ
の
人
に
頼
め
ば

大
丈
夫

と
い
う
信
頼
を
勝
ち
得

て
お
り
ま
す
。

昭
和

年
岩
手
県
生
れ
。

歳

で
定
年
退
職
。
第
二
の
人
生
を
次

の
四
つ
を
基
本
に
、
日
々
イ
キ
イ

キ
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

札幌拠点 渡辺郁雄さんの巻

す
。
そ
し
て
相
手
役
は
彼
の
友
人

で
元
吉
本
新
喜
劇
副
座
長
の
高
石

太
（
通
称
す
う
ち
ゃ
ん
）
な
ん
で

す
。
昨
年

月
の
当
拠
点
の
文
化

祭
で

ピ
ン
コ
ロ
劇
団

の
脚
本

を
書
き
、
座
長
と
し
て
大
内
蔵
助

役
を
演
じ
、
一
方
の
す
う
ち
ゃ
ん

は
吉
良
上
野
介
役
を
見
事
に
演
じ

切
り
ま
し
た
。
来
年
の
文
化
祭
に

は

水
戸
黄
門

を
予
定
し
て
お

り
、
こ
の
二
人
が
大
い
に
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
彼
の
前
向
き
な
言
葉
と

姿
勢
、
そ
し
て
多
才
振
り
、
何
よ

り
も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
行
動

力
が
い
つ
の
間
に
か
私
た
ち
を
フ

ア
ン
に
さ
せ
、
励
ま
し
て
元
気
付

け
て
く
れ
る
。
彼
は
そ
う
い
う
熱

い
人
で
す
。
（
写
真
は
彼
の
特
技

健
康
長
生
き
音
頭

を
多
く
の

人
を
前
に
歌
い
踊
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
）

（
記
）拠
点
代
表

八
百
坂
康
子

ま
ず
一
つ
目
は
、
岩
手
物
産
の

通
販
と
鹿
角
・
流
木
工
芸
品
の
製

作
販
売
。
二
つ
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

中
心
に
音
楽
慰
問
（
オ
カ
リ
ナ
・

サ
ッ
ク
ス
・
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
ほ

か
）
。
三
つ
目
は
賞
味
期
限
の
近

い
食
品
の
寄
付
や
森
林
の
手
入
れ

な
ど
。
四
つ
目
は
渓
流
釣
り
・
登

山
・
写
真
・
ゴ
ル
フ
・
歌
な
ど
と

多
趣
味
で
い
ず
れ
も
プ
ロ
級
。
さ

く
ら
ん
ぼ
で
は
副
代
表
の
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
料
理

各
講
師
と
、
野
外
レ
ク
を
担
当
。

調
理
師
の
資
格
を
持
ち
、
健
康
生

き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で

あ
り
自
然
観
察
指
導
員
で
も
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
の
物
作
り

へ
の
一
助
と
し
て
、
鹿
肉
料

理
・
鹿
角
工
作
・
野
外
学
習

の
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

実
は
内
緒
で
す
け
ど
、

歳
年
下
の
超
美
人
を
得
て
な

ん
と

歳
の
時
、
再
婚
、
最

高
に
ハ
ッ
ピ
ー
の
ご
様
子
で

す
。
彼
の
行
動
は
、
と
か
く

引
き
こ
も
り
が
ち
な
同
年
代

の
人
達
の
社
会
参
加
を
促

し
、
生
涯
学
習
・
健
康
寿
命

延
伸
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
今
日
、
彼
の
出
演

す
る
演
劇
を
観
に
行
き
ま
す
。
彼

は
札
幌
教
文

丁
目
笑
劇
一
座

の
、
れ
っ
き
と
し
た
座
員
な
ん
で

さわやか福祉財団 堀田力会長の講演

手
・
喝
采
を
浴
び
た
。

特
に
神
野
会
長
や
西
村

事
務
局
長
ら
本
部
の
役

員
ら
が
モ
デ
ル
と
し
て

出
演
し
た
札
幌
拠
点
主

催
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
は
大
ウ
ケ
だ
っ
た
。

作
品
展
と
物
産
展

１
階
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
・
ス
ペ
ー
ス
で
は

作
品
展
と
物
産
展
が
開

か
れ
、
大
賑
わ
い
だ
っ

た
。
作
品
展
に
は
、
手

作
り
作
品（
函
館
）、
河

内
木
綿（
東
大
阪
）、
水

彩
画（
松
山
）な
ど

拠

点
か
ら
の
出
展
。
物
産

展
に
は
、
リ
メ
イ
ク
小

物
（
札
幌
）
、
海
産
物

（
函
館
、
宮
城
）、
ス
ダ

チ
（
徳
島
）
、
焼
酎
（
鹿

児
島
）
な
ど

拠
点
か

ら
の
出
展
が
あ
っ
た
。

四
つ
の
広
場
を
１
会
場

で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

が
、
今
で
は
４
箇
所
に

増
え
、

ひ
ろ
ば

も

６
つ
に
増
え
て
い
る
。

堀
田
会
長
か
ら
も

ナ

ル
ク
の
素
晴
ら
し
い
活

動
事
例
で
す

と
い
う

お
褒
め
の
言
葉
が
あ
っ

た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
フ

ェ
ス
タ時

分
か
ら

時

分
ま
で
は
、
お
待
ち

か
ね
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
フ
ェ
ス
タ
の
開

会
。

拠
点
が
出
演
し

て
、

詐
欺
音
頭

（
高
槻
）
や

安
来
節

踊
り

（
益
田
）
、
落

語
（
高
槻
、
箕
面
）
な

ど
次
々
と
多
彩
な
芸
を

披
露
し
、
場
内
か
ら
拍

間
預
託
を
ど
う
広
め
る

か

の
実
践

か
ら

と
い
う
パ
ネ

ル
を
設
け
て
い
る
。
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
了
）

事
例
発
表

続
い
て
び
わ
こ
湖
西

拠
点
の
佐
々
木
恵
美
子

副
代
表
が
介
護
予
防
活

動
を
目
的
と
し
て

年

５
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
サ
ロ
ン
活
動

虹
の

ひ
ろ
ば

に
つ
い
て
活

動
事
例
を
発
表
し
た
。

一
般
の
市
民
に
、
ナ

ル
ク
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
こ
の
活

動
を
開
始
。当
初
は
い

き
い
き
体
操
の
ひ
ろ

ば

踊
る
ひ
ろ
ば

ド
レ
ミ
の
ひ
ろ
ば

頭
の
ひ
ろ
ば

な
ど

常
に
時
代
の
先
端
を
切

っ
て
柔
ら
か
に
変
身
し

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
日
本
が
人
の
絆
を

取
り
戻
し
、
共
助
・
共

生
の
社
会
を
再
構
築
し

よ
う
と
す
る
今
、
会
員

制
の

は
各
地

で
展
開
す
る
サ
ロ
ン
活

動
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
自
ら
を
開
き
、
地

域
の
人
々
を
誰
で
も
受

け
入
れ
、
つ
な
が
っ
て

活
動
す
る
方
向
に
動
き

始
め
て
い
る
。

そ
の
新
し
い
動
き
の

中
で
、

時
間
預
託

は
ど
う
な
る
の
か
。
そ

の
答
え
を
探
る
た
め
、

来
た
る
９
月
９
日
、

日
開
催
の

い
き
が
い

・
助
け
合
い
サ
ミ
ッ
ト

大
阪

で
は
、
時

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
・

堀
田
会
長
が
基
調
講
演

午
後
の
部
は
枚
方
拠

点
の
三
塩
美
津
江
氏
の

名
司
会
で
始
ま
っ
た
。

ま
ず
、
さ
わ
や
か
福

祉
財
団
堀
田
力
会
長
の

四
半
世
紀
の
軌
跡

開
か
れ
て
い
く

と
題
す
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。
講
演

本ページ上段 堀田力会長講演要旨
にもあるとおり、９月 の両日、大阪
府立国際会議場において いきがい・助
け合いサミット 大阪 と題するシンポ
ジュームが開かれます。厚労省、大阪府、
大阪市などが後援する大規模な催しで、
分科会には神野会長、寺井副会長、西村
事務局長、中村函館拠点事務局長、和田
水戸拠点代表、浅野徳島拠点代表、近藤
枚方拠点副代表などが登壇します。
主催は堀田力氏が会長を務める さわ

やか福祉財団 です。誰もが最後までい
きがいを持って幸せに暮らせるために、
私たちは何をすればいいのでしょうか。
その悩みに著名人や各地でご活躍中の名
士が討論します。その場にぜひあなたも
参加してください。
日時・令和１年９月９日（月） 時 時

９月 日（火）９時 時
場所・大阪府立国際会議場

（グランキューブ大阪）
大阪市北区中之島５ ３

お問い合わせは本部西村事務局長まで。

（私の健康法は休載します）

あなたに来てほしいあなたに来てほしい

いきがい 助け合いサミットいきがい 助け合いサミット
９月９、 日は大阪府立国際会議場へ９月９、 日は大阪府立国際会議場へ

出
生
の
地
を
訪
ね
て

４
月
初
旬
、
私
の
生
ま
れ
た
地
に
旅
を
し
ま
し

た
。現
在
の
韓
国
慶
尚
南
道
昌
原
市
鎮
海
区
で
す
。

終
戦
の
年
、生
後
１
か
月
で
日
本
に
引
き
上
げ
、

益
田
拠
点
の
近
く
に
あ
る
山
口
県
の
須
佐
港
に
上

陸
し
、
列
車
で
三
重
県
の
伊
勢
ま
で
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

鎮
海
は
韓
国
南
部
に
位
置
し
ま
す
。
１
９
０
４

年
２
月
、
日
露
戦
争
開
戦
に
際

し
、
日
本
海
軍
は
鎮
海
湾
一
帯

を
掌
握
、
海
軍
根
拠
地
の
建
設

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鎮
海
湾
は

日
本
海
海
戦
の
際
、
東
郷
平
八

郎
が
率
い
た

連
合
艦
隊

の

集
結
地
と
な
っ
た
所
で
す
。

市
の
中
心
部
に
あ
る
ロ
ー
タ

リ
ー
を
は
じ
め
、
随
所
に
往
時

の
日
本
の
都
市
計
画
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

地
名
に
は
末
尾
が

町

と
な

る
日
本
式
の
地
名
が
付
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
海
軍
は
鎮
海
の
都
市
建
設
に
際
し
て
、
景

観
や
土
地
保
全
の
た
め
に
梅
や
桃
、
松
な
ど
各
種

の
樹
木
を
大
規
模
に
植
え
ま
し
た
。
桜
も
そ
の
一

つ
で
、
海
軍
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
そ
の
後
も
植
樹

が
進
め
ら
れ
、
１
９
２
０
年
代
半
ば
ま
で
に
鎮
海

は
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
約

万
本
の
桜
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま

す
。
写
真
に
は
収
め
き
れ
な
い

壮
大
な
美
し
さ

が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
桜
の
名
所
、

奈
良
の
吉
野
山
で
は
約
３
万
本
の
桜
が
春
の
訪
れ

を
告
げ
ま
す
が
、
鎮
海
で
は
、
な
ん
と
そ
の

倍

以
上
の
迫
力
で
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
桜
の
美

し
さ
が
堪
能
で
き
ま
す
。

韓
国
に
は
、
鎮
海
以
外
に
も
桜
の
名
所
が
あ
り

ま
す
。
約

万
本
の
桜
が
街
全
体
を
彩
る
慶
州
も

素
晴
ら
し
く
、
世
界
遺
産
の
仏
国
寺
の
桜
が
最
も

有
名
で
す
。

韓
国
南
東
部
に
位
置
す
る
慶
州
市
周
辺
は
、
紀

元
前
１
世
紀
か
ら

世
紀
に
わ
た
っ
て
新
羅
王
朝

の
首
都
と
し
て
栄
え
た
土
地
で
す
。
現
在
は

慶

州
歴
史
地
域

と
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
、
２
０

０
０
年
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
屋
根
の
な
い
博
物
館

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
多
く
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
、見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

市
の
周
辺
に
も
、
仏
国
寺
や
石

窟
庵
な
ど
多
く
の
世
界
遺
産
が
存

在
す
る
こ
と
で
有
名
で
す
。
以
前

か
ら
一
度
訪
れ
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
今
回
、
鎮
海
だ
け
で
な

く
、
こ
の
慶
州
も
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

季
節
の
花
の
観
光
は
タ
イ
ミ
ン

グ
が
難
し
く
、
以
前

足
利
パ
ー

ク

の
日
本
一
の
藤
の
花
を
胸
を
と
き
め
か
し
て

行
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
見
ご
ろ
が
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
ま
さ
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
リ
、
桜

を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

政
治
で
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
関
係
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
韓
国
の
皆
さ
ん
か
ら
は
親
切
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
番
近
い
国
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
神
野

毅
）
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ナ
ル
ク
３
面

０
７
１
０
０
３

井

藤

尚

井

中
期
計
画
と
し
て
総
会
で
可
決

１
面
既
報
の
通
り
、

今
年
の
定
時
総
会
は
５

月

日
、
大
阪
市
中
央

区
の
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。

議
案
の
中
に
、
去
る

３
月

日
、

ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会

か
ら
提
出

さ
れ
た
答
申
書
の
審
議

が
含
ま
れ
、

ナ
ル
ク

ビ
ジ
ョ
ン
（
中
期
計

画
）

と
し
て
神
野
会

長
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

答
申
書
は
次
の
６
項

目
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。全

世
代
対
応
の
会
員

組
織
へ
の
展
開

将
来
に
つ
な
が
る
組

織
運
営
の
確
立

時
間
預
託
制
度
な
ど

諸
制
度
の
再
点
検

将
来
に
わ
た
っ
て
の

財
政
の
健
全
化

地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

広
報
部
門
の
強
化

（
本
紙
６
月
号
１

２
面
参
照
）

こ
の
答
申
を
受
け
、

神
野
会
長
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
ナ
ル
ク
全
体
に

か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
本
部
と
拠
点
と

で
密
接
に
議
論
を
重
ね

て
推
進
し
、
拠
点
単
独

で
対
応
で
き
る
こ
と
は

各
拠
点
で
積
極
的
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ナ
ル
ク
の
最
大
の
課

題
は
会
員
の
増
強
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
全
世

代
対
応
の
会
員
組
織
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た

時
間
預
託
制

度
の
再
点
検

に
つ
い

て
は
、
ナ
ル
ク
の
根
幹

に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ

り
、
総
会
終
了
後
、
時

間
預
託
委
員
会

を
立

ち
上
げ
、
進
め
る
こ
と

に
し
た
い
。

今
後
は
行
政
、
地
域

の
活
動
団
体
、
地
域
社

会
と
の
関
係
を
よ
り
密

接
に
し
て
活
動
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
の
た

め
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

作
る
こ
と
と
し
た
。
ス

ロ
ー
ガ
ン
は

ナ
ル
ク

年
新
た
な
時
代
へ

で
あ
る
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
元
、
全
会
員
一

丸
と
な
っ
て
ま

い
進
し
よ
う
。

以
上
の
詳
細

説
明
の
後
、
本

案
は
採
択
さ

れ
、
本
年
度
の

事
業
計
画
、
お

よ
び
向
こ
う
３

年
の
中
期
計
画

と
し
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

第 回定時総会

観光名物 たらい船

昨
年
度
の
ナ
ル
ク
国

内
旅
行
は

石
垣
島
で

過
ご
す
３
日
間
の
旅

で
し
た
が
、
本
年
度
は

佐
渡
島
周
遊
３
日
間

を
実
施
し
ま
す
。

佐
渡
島
は
ト
キ

（
朱
鷺
）
の
い
る

島

佐
渡
金
山

た
ら
い
船

な

ど
で
有
名
で
す
。

日
本
に
あ
る
離
島

の
中
で
は
、
面
積

も
最
大
！

四
季

折
々
の
風
景
が
楽

し
め
て
、
豊
か
な

自
然
や
食
の
宝
庫

で
も
あ
り
ま
す
。

ト
キ
の
森
公
園

で
は
、
絶
滅
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
ト

キ
の
資
料
や
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
の
ト

キ
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
水
辺
で
ド

ジ
ョ
ウ
を
探
す
ト
キ
の

姿
は
、
何
と
も
可
愛
ら

し
い
も
の
で
す
。

佐
渡
金
山
も
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

１
６
０
１
年
に
開
山
さ

れ
て
か
ら
、
日
本
最
大

の
金
銀
山
と
し
て
発
展

を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在

は
操
業
を
休
止
し
て
い

ま
す
が
、
砂
金
取
り
体

験

が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
佐
渡
島
名
物

た
ら
い
舟
体
験

も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

も
と
も
と
は
磯
ね
ぎ
漁

を
す
る
た
め
に
作
ら
れ

た
た
ら
い
舟
。
狭
く
入

り
組
ん
だ
岩
礁
が
多
い

小
木
海
岸
で
、
ワ
カ
メ

や
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な

ど
を
採
る
た
め
に
考
案

さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
観
光
用
の

た
ら
い
舟
に
是
非
乗
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

佐
渡
島
は
グ
ル
メ
の

宝
庫
で
す
。
海
鮮
・
佐

渡
牛
・
生
サ
ラ
ミ

山

海
の
幸
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待

ち
し
ま
す
。

実
施
日

月
２
日
（
水
）

月
４
日（
金
）

最
小
催
行
員

人

旅
行
費
用

（
定
員
ベ
ー
ス
）

大
阪
発
着万

８
千
円

東
京
発
着万

８
千
円

新
潟
現
地
集
合

９
万
３
千
円

利
用
ホ
テ
ル

相
川

ホ
テ
ル
大
佐

渡

両
津

八
幡
館

予
約
申
し
込
み

５
月

日

７
月

日
本
部
旅
行
委
員
会
ま

で

で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

０
６
・
６
９
４
１
・
５

１
３
０

詳
細
は
拠
点
配
置
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

月２日 ４日に実施 予約は７月 日までに

各
務
原
拠

点
で
は
代
表

の
自
宅
の
１

室
を
事
務
所

と
し
て
活
動

を
続
け
て
い

る
が
、

会

員
が
自
由
に

集
う
場
が
必

要
だ

と
い

う
こ
と
か

ら
、
昨
年
９

月
、
空
き
家

を
利
用
し

て
、
憩
い
の

広
場

や
す
ら
ぎ

を

開
設
し
た
。

月
か
ら
は
料
理
好

き
の
会
員
が
集
い
、
毎

月
第
一
火
曜
に
ソ
バ
打

ち
を
始
め
た
。
朝
か
ら

打
ち
始
め
、
薬
味
の
準

備
や
お
膳
を
整
え
、
お

昼
に
は
ソ
バ
ラ
ン
チ
が

出
来
上
が
る
。

目
下
の
と
こ
ろ

人

の
予
約
制
だ
が
、

打

ち
立
て
ゆ
で
た
て

の

ラ
ン
チ
は
大
好
評
。

そ
の
ほ
か
、
趣
味
の

会
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や

拠
点
の
会
議
に
も
活

用
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
一

般
市
民
に
も
開
放
し
、

市
民
の
憩
い
の
広
場

と
し
た
い
と
目
下
、
拠

点
内
で
検
討
中
と
の
こ

と
で
あ
る
。

各務原拠点

憩いの広場 やすらぎ を開立

八
十
路
会
の

戦

中
戦
後
の
体
験
記

が

昭
和
館

の

図
書
室
蔵
書
に

東
京
千
代
田
区
に
厚

労
省
が
所
管
す
る

昭

和
館

と
い
う
施
設
が

あ
る
。

こ
こ
に
は
、
戦
中
戦

後
の
国
民
生
活
の
歴
史

的
資
料
・
情
報
が
収
集

さ
れ
、
保
存
・
展
示
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
度
、
こ
の
資
料

館
の
図
書
室
に
、
関
西

八
十
路
会
が
平
成

年

に
ま
と
め
た
藤
岡
武
元

ナ
ル
ク
副
会
長
ほ
か
の

戦
中
戦
後
の
体
験
記

と
い
う
著
作
が
蔵
書
と

し
て
正
式
に
採
用
さ

れ
、
保
存
、
展
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

東
京
に
行
か
れ
た
際

は
ぜ
ひ
、
九
段
下
ま
で

足
を
伸
ば
し
、
昭
和
館

を
覗
か
れ
て
は
い
か
が
。

昭
和
館
住
所

東
京
都
千
代
田
区
九
段

南
１
・
６
・
１

電
話

・
３
２
２
２
・

２
５
７
７

高
齢
者
施
設

そ
ん

ぽ
の
家

で
、
歌
の
集

い
の
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。

歌
の
集
い
に
て

歌
の
集
い
に
て

交
野
拠
点

交
野
拠
点森

本
久
子

森
本
久
子

入
居
者
の
皆
さ
ん
と

童
謡
や
唱
歌
、
懐
メ
ロ

を
歌
っ
て
楽
し
む
の
で

す
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
歌
っ
て
い
た
歌
、
戦

後
間
も
な
く
は
や
っ
た

歌
、
映
画
の
挿
入
歌
な

ど
、
思
い
出
を
交
え
な

が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
に

花
を
咲
か
せ
、
歌
っ
て

い
き
ま
す
。

か
な
り
認
知
力
が
衰

え
た
と
思
わ
れ
る
方
で

も
、歌
詞
を
見
な
い
で
、

し
っ
か
り
歌
わ
れ
ま

す
。

歌
の
力
っ
て
す

ご
い
な

と
ビ
ッ
ク
リ

し
た
り
感
激
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
ご
夫
婦
で

す
が
、
奥
様
は
普
段
は

歌
う
気
力
も
な
く
、
う

つ
む
い
て
ば
か
り
お
ら

れ
る
の
で
す
が
、

人

生
の
並
木
道

が
始
ま

る
と
、
し
っ
か
り
と
声

を
出
し
て
歌
わ
れ
る
の

で
す
。
横
に
座
っ
て
い

る
ご
主
人
は
、
愛
し
そ

う
に
奥
様
の
顔
を
見
て

聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
私
は
そ
の
光
景
を

見
た
と
き
、
涙
が
出
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
歌

は
素
晴
ら
し
い
な
あ

と
感
じ
る
と
共
に
、
願

わ
く
ば
、
こ
の
奥
様
が

何
も
分
か
ら
な
く
な
っ

た
と
き
に
ご
主
人
の
顔

と
声
だ
け
は
忘
れ
な
い

で
欲
し
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

昔
、
薬
師
寺
の
高
田

好
胤
管
長
が
講
演
の
中

で
、

白
髪
が
１
本
増

え
る
度
に
我
を
１
つ
折

っ
て
い
く
よ
う
に

と

い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
白
髪
だ
ら
け
に

な
っ
た
私
は

ど
れ
だ

け
折
っ
た
ら
い
い
の

と
思
い
ま
す
が
、

歳

に
な
っ
た
今
、
改
め
て

頑
張
ら
な
く
て
は
と
感

じ
た
次
第
で
す
。

札
幌
拠
点
で
は
昨
年

６
月
か
ら
老
人
ホ
ー
ム

で
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

お
一
人
に
か
か
る
時

間
は

分
前
後
で
す

が
、
そ
の
間
に
、
自
分

の
幼
い
こ
ろ
の
こ
と

や
、
従
事
し
て
い
た
お

仕
事
の
こ
と
、
ご
両
親

や
連
れ
合
い
の
こ
と
、

兄
弟
姉
妹
の
こ
と
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話

が
出
て
き
ま
す
。
私
も

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
出

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

に
参
加
し
よ
う

に
参
加
し
よ
う

札
幌
拠
点

札
幌
拠
点

湯
川
瑞
子

湯
川
瑞
子

身
地
や
子
供
た
ち
、
友

達
の
こ
と
を
聞
い
て
も

ら
う
時
が
あ
り
ま
す
。

回
を
重
ね
る
に
つ

れ
、
帰
り
際
に

あ
り

が
と
う

と
お
礼
を
言

わ
れ
る
よ
う
に
も
な

り
、
私
の
心
の
中
に
も

良
か
っ
た
。
続
け
て

い
こ
う

と
い
う
気
持

ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。

拠
点
と
し
て
も
続
け
る

方
向
で
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

だ
や
り
方
な
ど
を
ご
存

じ
な
い
方
は
お
教
え
し

ま
す
。

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
、
手
や
腕
の
血
行
促

進
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

も
あ
り
、
習
得
す
る
と

自
分
の
手
や
腕
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

大根の佃煮
［材料］ 皮をむいた大根 ２

（皮はむかなくても可）
土生姜 ２ ３個
梅干 ３ ４個
砂糖
濃い口醤油 カップ
酢 １カップ（約 ）
塩 大さじ１杯
［作り方］
（１）大根は縦四つ切りにして、２ ミリのイチョウ切りにし、塩を振り、

一晩置く。
（２）土生姜は皮をむいて千切りにする。
（３）大きめの鍋に醤油、酢、砂糖、梅干、土生姜を入れて煮る。
（４）大根をよくしぼり（３）の中に入れ、沸騰後５ ６分煮る。
（５）（４）をザルに移し、汁と大根を分けて、汁は半分の量になるまで煮詰め

る。
（６）（５）の中に大根をからませてから、火を止める。
（７）１時間程度そのままでにし冷えたら汁と大根を分け、大根はタッパ等に

入れ冷蔵庫に保存する。
★ 冷蔵庫に入れておくと１年ぐらい保存できる。
★ 煮汁の残りは、魚を煮る時に使うとおいしい。
ひとこと
○ 福神漬けのような佃煮です。美味しいので箸が止まりませんよ！
○ 保存もきくので、たくさん作っておけば重宝します！

交野拠点 村田ひさ子

そばランチが楽しめる やすらぎ
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★ ナルク（ ）は最寄りの活動拠点からお届けします。お問い合わせは電話 （代）ナルクへ。

ナ
ル
ク
４
面

０
７
１
０
０
４

奥

藤

井

井
【
石
川
】

幼
児
の
唱
歌
流
る
る
雛
灯
り

北
川
ま
つ
子

大
正
の
女
雛
出
で
ま
し
嫋
や
か
に

中
村
三
津
子

遺
影
に
も
雛
を
飾
り
て
心
足
る

川
越
敏
子

雛
飾
る
仏
間
明
る
く
な
り
に
け
り

岸
川
淑
子

雛
市
や
昭
和
の
暮
し
な
つ
か
し
む

百
海
絵
以

雛
飾
る
記
念
の
写
真
の
娘
は
母
に

津
田
和
子

水
温
む
川
底
濁
し
走
る
影

永
藁
久
子

菱
餅
を
供
へ
仕
上
が
る
段
飾
り

矢
木
桂
子

雛
飾
り
つ
ゝ
口
ず
さ
む
ひ
な
の
唱

山
村
澄
恵

千
体
の
雛
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
歴
史

中
野
吉
隆

雛
飾
る
妻
健
や
か
な
日
も
あ
り
し

西
川
忠

い
そ
い
そ
と
雛
菓
子
待
ち
て
母
来
し
日

泉
和
子

私
の
一
日
は
、
目
覚

め
た
布
団
の
中
で

さ

ぁ
、
今
日
は
ど
ん
な
ご

ち
そ
う
を
食
べ
よ
う

か

か
ら
始
ま
る
。

ご
ち
そ
う
と
言
っ
て

も
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や

ビ
フ
テ
キ
、
タ
イ
や
ヒ

ラ
メ
な
ど
の
高
級
魚
の

刺
身
類
で
は
な
く
、
ご

馳
走
の
字
の
ご
と
く
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

へ
出
か
け
て
食
材
を
買

い
求
め
、
そ
れ
ら
を
い

か
に
お
い
し
く
料
理
し

よ
う
か

と
考
え
る
こ

と
な
の
だ
。

昨
今
は
野
菜
や
果
物

の
ほ
と
ん
ど
は
季
節
に

関
係
な
く
手
に
入
る
。

、

私
の
ご
ち
そ
う

私
の
ご
ち
そ
う

【
神
戸
】
木
下
節
子

【
神
戸
】
木
下
節
子

し
か
し
私
が
求
め
る
食

材
の
多
く
は

旬
の
も

の

と
徹
底
し
た
い
と

こ
ろ
だ
が
到
底
無
理
な

の
で
、

心
掛
け
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
。

思
え
ば
、
田
舎
育
ち

の
私
は
朝
露
を
宿
し
た

キ
ャ
ベ
ツ
や
完
熟
の
ト

マ
ト
な
ど
の
野
菜
類
は

直
接
、
畠
か
ら
採
っ
た

も
の
を
頂
い
て
い
た
し
、

果
物
も
木
に
熟
し
て
い

る
も
の
を
、
も
ぎ
採
っ

て
食
べ
て
い
た
。
今
に

し
て
思
え
ば
随
分
と
ぜ

い
た
く
な
暮
ら
し
だ
っ

た
が
、
そ
の
こ
ろ
は
来

る
日
も
来
る
日
も
同
じ

食
材
で
作
っ
た
代
わ
り

映
え
し
な
い
料
理
ば
か

り
で
閉
口
し
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
何
十
年
経

っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
で

は
そ
の
当
時
の
生
活
が

懐
か
し
く
、
と
て
も
貴

重
な
も
の
だ
っ
た
と
、

し
み
じ
み
思
う
。
当
時

と
同
じ
野
菜
で
も
、
い

ろ
い
ろ
な
料
理
方
法
や

多
く
の
調
味
料
が
あ
る

の
で
、
私
が
毎
日
作
る

料
理
は
多
彩
だ
。
そ
し

て
寒
い
時
期
に
、
キ
ュ

ウ
リ
や
ナ
ス
な
ど
の
旬

で
は
な
い
野
菜
を
使
わ

な
く
て
も
、
献
立
に
困

る
こ
と
は
な
い
。

需
要
が
先
か
供
給
が

先
か
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
季
節
外
れ
の
も

の
を
生
産
す
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
費
し
て
い
る
。

私
は

季
節
外
れ
の
作

物
は
本
当
に
必
要
な
の

か
し
ら

と
、
一
抹

の
疑
問
を
持
ち
つ
つ

も
、
自
分
な
り
の
料
理

作
り
に
励
ん
で
い
る
。

今
朝
も
、

さ
ぁ
今
日

は
、
何
の
ご
ち
そ
う
を

作
ろ
う
か
な
と
、元
気

よ
く
布
団
か
ら
出
た
。

五
木
寛
之
の

人
生

百
年
時
代
の
生
き
方

を
示
唆
し
た
文
章
を
読

み
、
改
め
て

自
分
の

残
り
の
人
生
は
？

と

考
え
て
み
た
。

私
の
若
い
こ
ろ
は
、

身
近
に
百
歳
の
高
齢
者

は
い
な
か
っ
た
と
思

う
。
長
寿
だ
っ
た
祖
母

も
亡
く
な
っ
た
の
は

歳
だ
っ
た
。

し
か
し
、
今
や
百
歳

以
上
は
７
万
人
と
い
う

時
代
に
な
り
、
周
り
を

見
て
も
珍
し
い
こ
と
で

は
な
く
な
っ
た
。
私
の

場
合
、
身
体
の
あ
ち
こ

人
生
百
年
時
代
に

人
生
百
年
時
代
に

【
東
神
戸
】

【
東
神
戸
】

佐
々
木
真
知
子

佐
々
木
真
知
子

ち
が
故
障
し
て
い
て
も

何
と
か
動
く
。
そ
し
て

友
人
ら
と
の
交
流
も
楽

し
く
、
毎
日
が
充
実
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。

け
れ
ど
、そ
れ
ら
は
残

り
の
人
生

余
生

と

は
何
か
違
う

と
違
和

感
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り

自
分
が
老
人
に
な
っ
た

と
い
う
自
覚
が
足
り
な

い
よ
う
な
の
だ
。

し
か
し
、
側
か
ら
見

れ
ば
私
は
年
寄
り
そ
の

も
の
。
電
車
や
バ
ス
で

席
を
譲
ら
れ
、
老
人
特

有
の
生
態
も
少
な
か
ら

ず

。
だ
け
ど
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
が
私
の

人
生
百
年
を
い
か
に

生
き
る
か

に
対
す
る

答
え
な
の
だ
。
そ
れ
は

今
ま
で
通
り
自
分
ら

し
く
生
き
る

と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。

拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点だだだだだだだよよよよよよよりりりりりりり拠点だより
【
亀
岡
】

設
立

周
年
記

念
祝
賀
会
を
盛

大
に
開
催

亀
岡
拠
点
設

立

周
年
の
祝

賀
会
を
３
月

日
、
ガ
レ
リ
ア
か
め
お

か
で
開
催
、
第
一
部
に

記
念
式
典

、
二
部

に

祝
賀
会
食

、
三

部
に

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
フ
ェ
ス
タ

を
滞

り
な
く
進
め
、
成
功
裏

に
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

一
部
の
記
念
式
典
に

は
亀
岡
市
長
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
ら
来

賓
７
名
と
神
野
会
長
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
総

勢
１
３
７
名
が
参
集
。

亀
岡
拠
点
の
大
石
代
表

の
開
会
あ
い
さ
つ
に
続

き
、来
賓
の
方
々
か
ら
、

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
神
野
会
長
か

ら
は
祝
辞
を
兼
ね
て
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
、

亀
岡
は
着
実
に

活
動
を
続
け
て
発
展
し

て
い
る

と
お
褒
め
の

言
葉
に
心
を
引
き
締
め

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
拠
点
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
会
員

に
感
謝
状
の
贈
呈
。
そ

し
て
亀
岡
拠
点
の
今
後

の
進
む
べ
き
方
向
を
示

し
た

ビ
ジ
ョ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。

二
部
は

祝
賀
会

食
。会
場
に
は
各
同
好

会
や
個
人
が
出
展
し
た

写
真
や
絵
画
、
手
芸
品

な
ど
多
く
の
作
品
を
展

示
。そ
し
て
、上
映
し
た

ナ
ル
ク
亀
岡
の
５
年

間
の
歩
み

の

な
ど
で
会
話
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
楽
し
い

会
食
に
な
り
ま
し
た
。

三
部
の
フ
ェ
ス
タ
で

は
各
サ
ー
ク
ル
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
（
合
奏
、

朗
読
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、社

交
ダ
ン
ス
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
等
々
）
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
５
年
後
の

周
年
記
念
祝
賀
会
で
も

元
気
で
再
会
す
る
こ
と

を
約
束
し
、
そ
れ
ぞ
れ

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

【
ひ
た
ち
】
日
照
養
特

園
に
手
作
り
パ
ン
を
届

け
ま
し
た

日
立
市
に
あ
る
児
童

養
護
施
設
・
日
照
養
特

園
に
昨
年

月
、
手
作

り
の
パ
ン
を
届
け
、喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
っ
た
パ
ン
は

ハ

ー
ト
シ
ョ
コ
ラ
と
ゼ

リ
ー

の
２
種
類
。
拠

点
の
サ
ー
ク
ル

パ
ン

教
室

の
メ
ン
バ
ー
が

日
ご
ろ
の
活
動
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
、

東
京
ガ
ス
エ
ネ
ス
タ
多

賀
の
キ
ッ
チ
ン
で
作
り

ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
お
菓

子
は
メ
ン
バ
ー
ら
で
用

意
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
シ
ー
ル

や

サ

ン
タ
さ
ん
を
描
い
た
ユ

ニ
ー
ク
な
絵

で
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
り
、
お
菓

子
に
添
え
た
り
す
る
な

ど
で
、
子
供
た
ち
が
喜

ん
で
く
れ
る
よ
う
知
恵

を
絞
り
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
お
菓

子
を
届
け
た
時
は
学
校

か
ら
帰
っ
て
い
な
い
児

童
な
ど
で
全
員
、
そ
ろ

っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
在
宅
の
小
さ
い

子
供
た
ち
が
大
喜
び
し

て
く
れ
ま
し
た
。

【
東
京
】

タ
イ
の
留
学
生
が
我
が

拠
点
を
訪
問

東
京
家
政
学
院
大
学

人
間
栄
養
学
部
の
松
田

正
巳
教
授
と
タ
イ
の
留

学
生
６
人
が
今
春
、
ナ

ル
ク
の
時
間
預
託
制
度

お
よ
び
、
そ
の
活
動
状

況
に
つ
い
て

を
教
え

て
ほ
し
い
と
我
が
拠
点

を
訪
問
さ
れ
、
取
材
を

受
け
ま
し
た
。

取
材
に
は
大
城
谷
が

対
応
。
時
間
預
託
制
度

を
民
間
で
唯
一
、
実
施

し
て
い
る
組
織
で
あ
る

こ
と
や
、

会
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
が
、

お
互
い
に
助
け
合
い
活

動
と
し
て
行
っ
て
い

る

こ
と
な
ど
を
話
す

と
、
と
て
も
関
心
を
持

た
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
我
が
拠
点
の

活
動
内
容
、
特
に
東
京

と
い
う
地
域
的
特
徴
か

ら
く
る

他
拠
点
や
国

外
拠
点
か
ら
の
依
頼
の

多
さ
と
、
そ
の
受
け
入

れ
・
消
化
状
況

な
ど

も
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
取
材
で
、
タ
イ

で
の
助
け
合
い
活
動
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
、

取
材
対
応
に
も
力
が
入

り
ま
し
た
。

ナルクの現勢ナルクの現勢
年７月現在

本部 住所電話は１面
題字下に記載

東京事務所〒
東京都港区新橋
空調ビル３
電話

地 域 活動拠点数
北海道地区 か所
東北地区 ５
関東地区
信州地区 ５
北陸地区 ２
中部地区 ８
近畿地区
中国地区 ７
四国地区 ６
九州地区 ３
合 計

海 外
ナルク １
ナルクスイス １
ナルク １
ナルクオランダ １

【
倉
敷
】

好
評
で
す

カ
ラ
オ
ケ

を
し
て
腹
か
ら
笑
お
う

会
昨
年

月
に
発
足
し

た

カ
ラ
オ
ケ
を
し
て

腹
か
ら
笑
お
う
会

が

好
評
で
す
。

村
上
代
表
が
前
か
ら

温
め
、
企
画
し
た
会
が

や
っ
と
実
現
し
た
も
の

で
、
ま
だ
手
探
り
の
状

態
で
す
が

腹
か
ら
笑

お
う

と
の
会
の
名
前

の
通
り
、

久
し
ぶ
り

に
大
き
な
声
を
出
し
、

笑
い
、
時
を
忘
れ
て
楽

し
み
ま
し
た

と
満
足

そ
う
な
笑
顔
の
面
々
。

多
く
の
人
が

点
以

上
で
、
中
に
は

点
の

人
も
。

次
回
の
開
催

は
い
つ
？

な
ど
と
、

心
は
カ
ラ
オ
ケ
に
占
領

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

（敬称略）

団体団体
賛助会員賛助会員

あいおいニッセイ同和損害保険・亀岡病院・関西電力労働組合・近畿労働金庫・公益社・ グループ

・全電通近畿社会福祉事業団・東北電力労働組合・東北発電工業労働組合・日新製鋼労働組合・パナソニ

ック・パナソニックグループ労働組合連合会・丸十服装・ユアテックユニオン・労働者福祉中央協議会・

四国電力生活協同組合・日通旅行・亀岡松花苑（みずの木）・ライフ薬局・ 明倫社・ダイハツ労働組合・

ダイキン工業労働組合・デーサービスセンター（ ）さくら

【
堺
】

わ
か
ら
な
い
ま
ま
飛
ば
し
読
む
カ
タ
カ
ナ
語

橋
本
セ
イ
子

万
博
で
長
寿
目
標
５
年
伸
び

平
山
芳
泉

海
苔
業
者
今
は
恵
方
で
全
国
区

川
口
厚
子

悩
む
よ
り
や
れ
る
事
か
ら
老
の
夢

阪
田
和
代

災
い
を
笑
顔
で
飛
ば
し
福
を
呼
ぶ

黒
原
数
枝

生
き
る
に
は
小
さ
な
世
辞
も
大
切
に

谷
友
江

【
び
わ
こ
湖
南
】

桜
咲
く
新
元
号
選
挙
に
騒
ぎ
出
す

山
上
和
美

【
堺
泉
北
】

底
冷
や
無
人
駅
舎
の
時
間
表

在
間
美
都
子

幸
せ
は
不
意
に
来
る
も
の
山
笑
ふ

木
下
巨
子

落
ち
椿
抱
け
ば
吐
息
の
あ
る
ご
と
く

谷
村
寿
子

春
光
の
水
に
動
き
し
鯉
の
ゐ
て

古
野
和
香

【
び
わ
こ
湖
南
】

草
餅
や
亡
き
義
母
の
笑
み
大
き
な
手
橋
本
ひ
と
み

【
び
わ
こ
湖
西
】

天
満
宮
主
に
薫
れ
梅
の
花

粂
川
八
十
路

春
寒
の
小
道
に
傾
ぐ
道
祖
神

坂
本
美
智
子

終
日
猫
と
戯
れ
春
浅
し

青
野
あ
く
ね

菜
の
花
や
化
粧
を
落
と
す
比
良
の
嶺

葉
山
青
風

庭
隅
の
蕾
震
え
る
春
の
雪

青
野
智
翠

鉢
の
梅
地
に
移
し
替
へ
開
花
待
つ

甲
斐
彰

【
美
祢
】

睡
蓮
の
鉢
に
宿
借
る
池
の
稚
魚

井
上
順
司

庭
先
で
我
よ
と
競
い
貝
母
百
合

ゆ
き
こ

啓
蟄
に
ち
な
ん
で
我
も
蟲
に
な
る

千
葉
武

陽
を
背
負
い
蓬
摘
む
手
に
立
つ
香
り

鯛
子

バ
リ
バ
リ
ッ
五
臓
六
腑
に
春
の
雷

文
子

庭
先
に
こ
こ
ろ
癒
さ
れ
春
の
色

敬
子

年７月 日発行 第３種郵便物認可 （４）ナ ル ク（ ）


